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その他報告事項

ドクターバンクの機能強化について



単位：人

年度 求人数
新規
求職数

就業数（マッチ数）

H31（R1）
消化器内科1名、呼吸器内科1名、
小児神経科1名、脳神経内科1名、
精神科1名、へき地診療3名

1 3
小児科
へき地2

R2

消化器内科1名、循環器内科1名、
小児神経科1名、脳神経内科1名、
精神科1名、小児科1名、新生児集
中治療部1名、へき地診療3名

8 1
呼吸器内
科

R3
消化器内科1名、小児神経科1名、
精神科1名、循環器内科1名、内科２
名、へき地診療4名

7 5

小児科、
放射線治
療科、呼
吸器内科、
心臓血管
外科、腎
臓内科

R4
消化器内科1名、小児神経科1名、
精神科1名、循環器内科1名、内科２
名、へき地診療8名

5 1 小児外科

R5
消化器内科1名、整形外科1名、精
神科1名、循環器内科1名、内科２名、
へき地診療3名、休日夜間若干名

6 1
小児神経
科

R6

消化器内科1名、循環器内科2名、
整形外科2名、精神科1名、、内科２
名、呼吸器内科１名、糖尿病内科1
名、へき地診療4名、休日夜間所若
干名

1 2

へき地１
休日夜間
１

１．ドクターバンクの事業概要

医師の充足が必要な公的病院やへき地診療所で勤務する医師

を確保するため、無料職業紹介として奈良ドクターバンクを運

営し、登録医師を公立・公的医療機関に紹介

ドクターバンクの機能強化について①

３．ドクターバンクの実績

1

・ 登録医師の人物像等が定かでなく、公立・公的医療機関にとって

の採用に関する不安感

・ 県の広報不足もあり、ドクターバンクの知名度不足

４．ドクターバンクの課題

２．ドクターバンクのマッチングフロー

項目 求職医師 県（ドクターバンク） 求人医療機関

求職票を送付
求職票を受領

求人票を受領
求人票送付

県よりメールが届く 詳細確認の連絡 県よりメールが届く

希望医師の求職票

を該当施設に送付
求職票を受領

面接 面接

備考：必要な場合は、県が調整を実施

5 終了 面接結果を受領 面接結果を報告

3 紹介

4
病院と医師と

のやり取り

ドクターバンク　マッチングフロー

1
求職

求人
備考：求職票　随時送付あり（年1回県より更新の照会実施）

2 詳細確認

面接の調整

履歴書を送付



ドクターバンクの機能強化について②

2

５．奈良県立医科大学 医師派遣センター（※）の
アンケート結果

※奈良県立医科大学 医師派遣センター…県内の公立・公的病院等から

の大学の講座等の所属医師への派遣要請に対応

・対 象：奈良県立医科大学の各医局所属の５０歳以上の勤務医４２５名

・内 容：定年後の医師の働き方について

・時 期：令和６年２月１日～２月２９日

・回答数：１２４名

・89％の医師が定年後も医師として働きたいと回答

・奈良県立医科大学の２４診療科のうち３診療科が、定年後の

再就職先等のサーポート体制はあると回答

・自由意見の中では、定年後の就業先確保への不安や公的な職

業紹介ツールを希望する声等もあった。

・「県（大学）が定年後医師の就労先について登録システムや

マッチングフローを構築した場合、利用したいか」に対して、

４７％の医師が「利用したい」と回答

６．ドクターバンクの機能強化（具体的な取組）

・今後、奈良県立医科大学の同窓会誌に左記チラシの同封、医局

の同門会で周知依頼等を行い、定年後等における医師の求職登

録者の確保を推進

・１２月９日～２６日に、県と奈良県立医科大学 医師派遣センター

で県内の１７公立・公的医療機関を訪問し、求人の提出及び退

職予定者への周知を依頼


